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美田中祭。。。感動的なフィナーレ！ 
 

先日の美田中祭では、大変お世話になりました。たくさんの保護者の方々に生徒の頑張りを

見ていただき、また、受付や警備、駐車場係等で美田中祭運営に携わっていただき、ありがと

うございました。おかげさまで、思い出に残る感動的な美田中祭となりました。生徒たちが、

クラス合唱、全校合唱、縦割総合、学習発表会、フェスティバル、各係活動等のいろいろな場

面で主体となり、自分たちの手でみごと美田中祭を成功させることができました。学校全体が

一体となった瞬間に、私自身とても感動しました。 

さて、美田中祭が終わり、三者面談が始まりました。お忙しい中ご来校いただきありがとう

ございます。いよいよ受験に向けて本格的に始動し自分の将来を見据えて進路選択をしていき

ます。生徒たちには、保護者の方々や先生のアドバイス、高校のＨＰ等の情報を得ながら、主

体的に進路選択をしてほしいと思います。保護者の皆様には今後もご協力、ご支援をよろしく

お願いいたします。 

 

・私はフェスティバルに３年間出演させていただき、みんなも楽しめて盛

り上がるように頑張りました。また、準備から仲間と助け合い、全員で協

力する大切さや楽しさを学ぶことができました。３年間の美田中祭の思

い出を心に刻み、仲間の大切さを生かしていきたいです。（ＡＣさん） 

・１，２年生の時に先輩方の背中から学んだ

ことを、３年生になった今年、後輩を引っ張り行動することができまし

た。皆で団結すると、良いものが創れると心から感じました。 

（ＯＲさん） 

・最後の美田中祭で最高の形で終わること

ができて本当に良かったです。大変だったけれど、係の仕事にも一生懸

命取り組み、皆で協力してきたからこそ乗り越えられました。今の３年

生らしい美田中祭にすることができて嬉しいです。（ＫＲさん） 

・ハンドベルや係活動などで、学年関係なく協力し合って成功さ

せることができて良かったです。３年間、学年のみんなと全力で

取り組むことができて嬉しかったです。これからもみんなで支え

合い協力し合っていろいろなことを乗り越えていきたいです。 

（ＳＹさん） 

・SDGｓの班長として、みんなに聞いてもらいやすいように工夫しなが

ら発表できて良かったです。また、スローガンを意識してこの美田中

祭が「情熱」的なものになるように精一杯努力し、とても楽しい美田

中祭になりました。（ＮＫさん） 

  



・少年の主張の発表に向けて練習していく中で、自分の考えをより深める

ことができました。また、３年間通して学校全体で行事を一緒につくっ

ていくことの楽しさを知ったり、何事も全力で挑むことの大切さを改め

て感じたりすることができました。（ＡＭさん） 

・合唱発表会に向けて最初は音程が取れませ

んでしたが、授業や昼休み等で練習を積み重

ねたことで、本番ではその頑張りが歌声に表れたので良かったです。また、

自分で進んで手伝いをしたり、行動に移したりすることができ、後輩の手

本となる行動ができて良かったです。（ＫＹさん） 

・初めは全員で合わせてもバラバラでしたが、みんなで改善点を考えて一

生懸命練習したことで、最高の合唱になりました。また、１，２年生で

培った力を３年間の集大成として発揮することができ、今までで一番達

成感を感じた美田中祭でした。（ＫＲさん） 

・シンボルフラッグ係として、限られた時間

で完成できるのか不安でしたが、最後まで仕上げることができて良かっ

たです。また、最後の美田中祭でみんなとたくさんの思い出を作ることが

できました。これから入試に向けて今回のような団結力でみんなと乗り

越えたいです。（ＳＮさん） 

・合唱発表会に向けてクラスの指揮者として、どのくらい伸ばすの

か、どんな声の調子で歌うのかを、クラス全員と共有できるように

努めました。また、全校合唱では全校生徒で声を合わせると、体育

館中を「ふるさと」の歌声で感動に包むことができるのだなと感じ

ました。（ＹＫさん） 

      ２日目の給食は、今年度もイーグレットラウンジで全学年そろって食べました！ 

今年度は一班に全学年の生徒が一緒になって食べました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


